参考様式第１号（別添の別添２）
参考様式第１号（別添７）

取組の詳細（生育診断を踏まえた施肥の実施）
１．生育診断の内容
（１）生育診断の測定項目
（該当する項目の□に✔を付け、必要事項を記入してください。草丈、茎数、葉色値は必須です。）
	☑幼穂形成期（必須）
　☑草丈（必須）　☑茎数（必須）　☑葉色値（必須）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（２）分析地点数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点／筆
	計　　　　地点


（３）診断の実施方法
（①～③のうち該当する項目の□に✔を付け、必要事項を記入してください。）
	□
	①　生育診断に必要な機器等を導入
診断の際に参考とする生育診断指標の出典

	□
	②　生育診断を委託

	□
	③　その他（具体的に記載してください。）
　　診断の際に参考とする生育診断指標の出典


２．施肥管理計画
（参考様式を活用し施肥管理計画を作成、添付してください。）
　　別添のとおり
３．狙っている生産コスト低減効果等
（①～③のうち該当するすべての項目の□に✔を付け、③の場合は必要事項を記入してください。なお、太枠の中から一つ以上を選択する必要があります。）
	□
	①　労働人数・労働時間の低減

	□
	②　資材費（肥料費、農薬費、種苗費、その他資材費）の低減

	□
	③　その他（具体的に記載してください。）



施肥管理計画
　各生育ステージにおいて実施する施肥管理作業について、上段に該当する印を付け、下段に使用する資材を記載してください。
（管理作業の印：○ 堆肥散布、□ 土壌分析、△基肥、▼育苗箱全量施肥、▽側条施肥、◎生育診断、☆追肥、★流し込み施肥）
	生育ステージ
	ほ場準備
	播種期
	育苗期
	活着期
	分げつ期
	幼穂発育期
（幼穂形成期、
　穂ばらみ期）
	登熟期

	管理作業
	
	
	
	
	
	
	

	使用する資材(肥料名)


	
	
	
	
	
	
	

	備考
	
	
	
	
	
	
	



